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●
特
集　

関
西
地
方
の
上
下
水
道
事
業

　

１
、
は
じ
め
に

　

全
国
の
水
道
事
業
で
は
、

高
度
経
済
成
長
期
に
整
備
さ

れ
た
施
設
の
老
朽
化
が
進
行

す
る
一
方
、
人
口
減
少
に
伴

う
料
金
収
入
の
減
少
や
職
員

数
の
減
少
に
よ
り
、
従
来
と

同
じ
手
法
で
の
維
持
管
理
が

困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た

つ
の
市
に
お
い
て
も
、
１
９

６
０
年
代
後
半
か
ら
１
９
７

０
年
代
前
半
に
整
備
さ
れ
た

管
路
の
老
朽
化
が
進
み
、
限

ら
れ
た
人
員
に
よ
る
日
常
点

検
や
異
常
時
の
配
水
区
域
全

域
の
調
査
、
さ
ら
に
漏
水
発

生
時
に
お
け
る
早
期
対
応
に

は
限
界
が
あ
り
、
維
持
管
理

の
効
率
化
・
高
度
化
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
Ａ
Ｉ
劣
化
診
断
を
用

い
て
高
リ
ス
ク
管
路
を
抽
出

し
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
遠
隔
漏
水
監
視

シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

２
、
実
施
概
要

　

２
０
２
５
年
度
に
実
施
し

た
Ａ
Ｉ
劣
化
診
断
で
は
、
た

つ
の
市
の
上
水
道
管
路
約
５

９
２
㌔
を
対
象
に
診
断
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
劣

化
度
ラ
ン
ク
が
高
く
、
漏
水

発
生
の
可
能
性
が
高
い
リ
ス

ク
管
路
を
抽
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
抽
出
さ
れ
た
管
路

の
中
か
ら
、
劣
化
度
ラ
ン
ク

５
が
集
中
し
て
い
る
エ
リ
ア

や
、
過
去
に
漏
水
実
績
の
あ

る
エ
リ
ア
、
漏
水
多
発
管
路

の
３
つ
の
エ
リ
ア
の
合
計
27

カ
所
を
監
視
対
象
と
し
て
選

定
し
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
セ
ン
サ
ー
を

設
置
し
ま
し
た
。
監
視
期
間

は
２
０
２
４
年
11
月
か
ら
２

０
２
５
年
10
月
ま
で
の
約
１

年
間
と
し
ま
し
た
。

　

３
、
監
視
シ
ス
テ
ム
の
運

用
状
況

　

Ｉ
ｏ
Ｔ
遠
隔
漏
水
監
視
シ

ス
テ
ム
は
、
水
道
管
路
の
付

属
設
備
（
仕
切
弁
や
消
火
栓

な
ど
）
に
設
置
し
た
高
感
度

セ
ン
サ
ー
で
、
管
路
を
伝
わ

る
振
動
デ
ー
タ
を
計
測
し
ま

す
。
こ
の
実
測
デ
ー
タ
を
毎

日
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
バ
ー
へ
送

信
し
、
漏
水
判
定
ア
ル
ゴ
リ

ズ
ム
に
よ
る
自
動
判
定
で
漏

水
の
兆
候
を
捉
え
る
こ
と
の

で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

本
検
証
期
間
中
、
ア
ラ
ー

ト
通
知
か
ら
事
務
所
で
現
地

調
査
の
必
要
性
を
判
断
し
、

確
認
調
査
を
実
施
し
た
結

果
、
実
漏
水
の
早
期
発
見
に

つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス
が
得
ら

れ
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

４
、
監
視
に
よ
る
成
果

　

３
エ
リ
ア
の
27
カ
所
を
約

１
年
間
監
視
し
た
結
果
、
エ

リ
ア
１
で
２
カ
所
の
漏
水
が

確
認
さ
れ
た
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
長
期
間
の
検
証
を
通

し
、
高
リ
ス
ク
管
路
の
常
時

監
視
（
日
々
の
点
検
）
と
、

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
異
常
検
知

か
ら
、
漏
水
発
見
お
よ
び
修

繕
対
応
（
漏
水
の
早
期
対

応
）
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
で
き
ま
し
た
。次
に「
漏

水
判
定
か
ら
発
見
に
至
り
修

繕
対
応
で
き
た
ケ
ー
ス
」
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
【（
№
10
）：
漏
水
判
定
か

ら
修
繕
対
応
で
き
た
ケ
ー

ス
】

　

Ａ
Ｉ
劣
化
診
断
で
、
劣
化

度
ラ
ン
ク
５
と
判
定
さ
れ
た

配
水
管
（
φ
75
Ｄ
Ｉ
Ｐ
）
の

仕
切
弁
に
セ
ン
サ
ー
設
置
し

て
い
ま
す
。
セ
ン
サ
ー
設
置

当
初
か
ら
漏
水
の
可
能
性
を

示
す
ア
ラ
ー
ト
が
発
生
し
た

た
め
、
現
地
調
査
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
消
火
栓
部
で
の

地
下
漏
水
を
発
見
し
ま
し

た
。
ト
レ
ン
ド
グ
ラ
フ
を
見

る
と
、
修
繕
前
は
漏
水
判
定

が
継
続
し
て
お
り
、
修
繕
後

に
判
定
が
解
除
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
高
リ
ス
ク
管
路

を
常
時
監
視
し
て
い
た
こ
と

で
、
地
上
に
漏
水
が
現
れ
る

前
の
段
階
で
早
期
に
対
応
で

き
た
事
例
で
す
。

　

５
、
維
持
管
理
業
務
へ
の

効
果

　

今
回
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
４
つ
の
効
果
が
得
ら
れ

ま
し
た
。

　

①
迅
速
化

　

従
来
は
住
民
通
報
や
年
１

回
の
調
査
に
よ
る
漏
水
対
応

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
継
続
的
な
監

視
と
ア
ラ
ー
ト
通
知
に
よ

り
、
異
常
を
即
座
に
把
握
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

で
、
初
動
対
応
が
可
能
と
な

り
、
地
上
漏
水
に
な
る
前
に

地
下
漏
水
の
段
階
で
の
漏
水

発
見
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
漏
水
拡
大
や
道

路
陥
没
な
ど
の
二
次
災
害
リ

ス
ク
を
低
減
で
き
ま
し
た
。

　

②
省
力
化

　

遠
隔
監
視
と
ア
ラ
ー
ト
通

知
に
よ
り
、
現
地
調
査
の
要

否
を
事
前
に
判
断
で
き
、
不

要
な
巡
回
調
査
を
削
減
で
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
限
ら

れ
た
リ
ソ
ー
ス
が
最
小
限
の

投
入
で
済
み
、
業
務
負
担
の

軽
減
と
現
地
作
業
の
効
率
化

が
図
れ
ま
し
た
。

　

③
健
全
性
の
確
認

　

異
常
が
無
い
こ
と
を
日
常

的
に
確
認
で
き
る
こ
と
で
安

心
の
担
保
と
な
り
、
ま
た
管

路
の
健
全
性
を
裏
付
け
る

デ
ー
タ
が
蓄
積
で
き
ま
す
。

継
続
的
な
状
態
把
握
が
適
切

な
漏
水
調
査
時
期
や
更
新
優

先
度
の
判
断
の
一
助
と
な

り
、
維
持
管
理
水
準
を
高
め

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。

　

④
コ
ス
ト
削
減

　

高
リ
ス
ク
管
路
27
カ
所

（
合
計
延
長
５
・
４
㌔
）
に

つ
い
て
、
遠
隔
監
視
と
従
来

手
法
の
毎
日
音
聴
調
査
を
比

較
し
た
結
果
、
約
85
％
の
コ

ス
ト
削
減
効
果
が
見
込
ま
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
週
１

回
調
査
を
実
施

し
て
い
る
の
と

同
等
の
効
果
」

を
、
よ
り
低
コ

ス
ト
で
得
ら
れ

る
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。

　

６
、
今
後
の

目
標

　

今
後
は
限
ら

れ
た
人
員
・
予

算
を
有
効
活
用

す
る
た
め
、

デ
ー
タ
に
基
づ

く
精
緻
な
調
査

を
実
施
し
、
漏

水
発
生
リ
ス
ク

の
高
い
管
路
か

ら
優
先
的
に
対

策
を
講
じ
て
い

く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
た
つ
の

市
で
は
、
効
率

的
か
つ
効
果

的
な
維
持
管

理
（
点
検
・
調

査
・
更
新
）
に

取
り
組
む
こ
と

で
、
安
定
し
た

水
の
供
給
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
国
が
進

め
て
い
る
重
要
給
水
施
設
管

路
や
急
所
施
設
の
耐
震
化
計

画
も
踏
ま
え
、
漏
水
事
故
や

二
次
災
害
の
防
止
に
向
け
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
遠
隔
漏
水
監
視
シ
ス

テ
ム
の
導
入
を
検
討
し
て
い

く
考
え
で
す
。

（
執
筆
＝
山
本
雅
人
・
た
つ

の
市
上
下
水
道
部
上
水
道
課

長
）

漏
水
発
見
へ
沿
岸
部
41
戸
設
置

デ
ー
タ
確
認
し
早
期
特
定
・
修
繕

高
リ
ス
ク
管
路
27
カ
所
抽
出

振
動
計
測
し
漏
水
を
早
期
発
見

　

１
、
河
内
長
野
市
と
大
阪

狭
山
市
の
下
水
道
事
業
の
概

要

　

河
内
長
野
市
と
大
阪
狭
山

市
と
も
大
阪
府
の
南
部
に
位

置
し
、
高
度
経
済
成
長
期
に

大
阪
都
心
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

と
し
て
発
展
を
遂
げ
て
き
ま

し
た
。

　

河
内
長
野
市
の
下
水
道
事

業
に
つ
い
て
は
、
流
域
関
連

公
共
下
水
道
と
し
て
、
１
９

８
１
年
度
に
着
手
し
、
１
９

９
０
年
度
に
供
用
を
開
始
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
先
立
ち

１
９
６
０
年
か
ら
１
９
８
０

年
代
に
か
け
て
、
民
間
事
業

者
に
よ
る
17
地
区
の
住
宅
開

発
が
進
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

プ
ラ
ン
ト
（
小
規
模
汚
水
処

理
施
設
）
で
の
下
水
道
整
備

が
行
わ
れ
、
現
在
は
公
共
下

水
道
と
し
て
管
理
し
て
い
ま

す
。

　

２
０
２
５
年
度
末
で
汚
水

管
渠
約
４
２
０
㌔
、
雨
水
管

渠
約
１
４
７
㌔
、
マ
ン
ホ
ー

ル
ポ
ン
プ
１
６
０
カ
所
、
処

理
場
１
カ
所
を
所
管
し
て
お

り
、
下
水
道
人
口
普
及
率
は

95
・
４
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
法
定
耐
用
年
数

を
超
え
る
汚
水
管
渠
は
約
２

割
を
超
え
て
お
り
、
そ
れ
を

見
据
え
て
、
２
０
１
４
年
度

よ
り
予
防
保
全
型
維
持
管
理

へ
の
移
行
を
目
的
に
、
包
括

的
民
間
委
託
を
導
入
し
て
い

ま
す
。

　

大
阪
狭
山
市
の
下
水
道
事

業
に
つ
い
て
は
、
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
開
発
と
と
も
に
公
共
下

水
道
の
整
備
を
進
め
、
大
阪

府
内
で
も
い
ち
早
く
普
及

し
、
２
０
０
２
年
度
に
は
市

街
化
調
整
区
域
も
含
む
市
域

全
域
で
、
99
・
９
％
の
汚
水

処
理
普
及
率
を
達
成
し
ま
し

た
。
現
在
の
所
管
す
る
施
設

ＩｏＴ遠隔漏水監視システムの運用状況

次
頁
に
続
く

水

道

事

業

の

Ｄ

Ｘ

推

進

に

向

け

た

取

り

組

み

水

道

事

業

の

Ｄ

Ｘ

推

進

に

向

け

た

取

り

組

み

た
つ
の
市
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
劣
化
診
断
と
Ｉ
ｏ
Ｔ
遠
隔
監

た
つ
の
市
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
劣
化
診
断
と
Ｉ
ｏ
Ｔ
遠
隔
監

視
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
維
持
管
理
業
務
の
効
率
化
の
概
要

視
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
維
持
管
理
業
務
の
効
率
化
の
概
要

寄稿

西
播
磨
水
道
企
業
団
の
水
道
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
導
入
の
概
要

西
播
磨
水
道
企
業
団
の
水
道
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
導
入
の
概
要

寄稿

河
内
長
野
市
お
よ
び
大
阪
狭
山
市
の
下
水
道
施
設
維
持
管
理
に

河
内
長
野
市
お
よ
び
大
阪
狭
山
市
の
下
水
道
施
設
維
持
管
理
に

か
か
る
包
括
的
民
間
委
託（
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
導
入
）
の
概
要

か
か
る
包
括
的
民
間
委
託（
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
導
入
）
の
概
要

寄稿

２０２６年（令和８年）５月２８日付

水 道 産 業 新 聞


